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第9回夏季大学参加者へのアソケートの結果

　第9回夏季大学「新しい気象学」教室は，昨年8月4

日から7日まで．気象庁講堂において行なわれたが，学

校における気象教育特集というテーマが学生や教育関係

者，とくに現場の先生方の強い関心を集め，北海道から

九州まで，文字通り全国各地から例年になく多数の方が

参加された．運営担当者としてはでぎるだけ多数の参加

を願う反面，会場の都合や効果的な学習という点から止

むを得ず受講申し込みをお断りしなければならなかった

ことは残念であった．

　この講座の開催に当っては，東京都教育委員会，日本

地学教育学会，および株式会社地人書館の御後援をいた

だぎ，また気象庁および東京都教育研究所科学研究部地

学研究室の方々には，それぞれ会場施設，準備等でいろ

いろと御協力をいただいたことを感謝いたします．

　これは，第9回夏期大学講座の席上行なったアンケー

トの集計結果で，回答者数は89名であった．括孤内は重

複回答の延数である．
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　また．　　　　　　　この他に

（VI）　今回の講座に対する意見

（VII）　今後の希望

（皿）講師の方の考え方に対する感想

　を記していただいた．

　まず．（V［）についてみると，全体的には，「気象教

育」をとりあげたこと，および内容に満足しているが，

部分的には不満もあげられている．その内で，特に多い

ものは，会場施設でのマイクの不備，テキストの活字が

小さすぎること，テキストを早目にほしかったこと，費

用が多少高すぎる（中には，もっと上げて充実させてほ

しいという意見もあったが）等である．また，実験に対

する意見も多数出された．実験に対しては高く評価して

はいるものの，教育の場でできるような実験をしてもら

いたかったとか，能率的にできるものとか，全員が実際

にできるもの等の要望が多く出された．

　時期は全般的にこの頃（8月第1週～第2週）が良い

ようである．

　次に，（VII）については，種々多様な意見が出され，

関心の深さがうかがえる．

　まず，この講座の運営に対して，建設的な意見をあげ

てみると，例えば「昼休みは1時間にして質間の時間を

増したら」，「グループ討論の場を作ってほしい」，「映像

をフルに活用してほしい」「テキストにメモ欄を」「テキ

スト中の用語の解説がほしい」「5，6年間受講したら，

ひととうりの気象の知識が身につくように」等々である・

　また，庁内見学を希望する方々が非常に多い．学会と

気象庁の混同がみられるが，予報のできる現場，観測の

現場，施設（風洞や検定）をみて，子供達へのみやげ話

しにしたいということであるらしい．

　実験に関しては，この項でも意見が多く，毎回入れて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（112頁に続く）
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もらいたい，教育の場で役立つものをとり上げてもらい

たい，学校で自作できる観測器具の製作や講義，学校で

そろえる気象実験設備の提言がほしい，等である．

　今後この講座で取扱う内容については，基礎的なもの

と最先端のものという両極での希望が多い．学校教育上

誤りやすい間題点を指摘してほしいというものや，最近

の気象学（会）の動向を紹介してもらいたいといったよ

うなものもある．また，受講者に，地学出の人が多いせ

いか，天文，地震，火山といったものも組入れてほしい

という意見も多数あった．

　今回のアンケートにのぼった今後希望する講座を術語

的に列挙すると．

　実験，台風，大気大循環，天気図，異常気象，地震，

火山，海洋気象，高層気象，エーロゾル，衛星写真と地

上実況

　といったものである．

　最後に，（皿）については，斎藤氏の意見への賛同，

高井氏の講座への共鳴といったものの出されたが，全体

的には，気象教育への方法論的内容がなく，また，現在

の理科教育の目標（エネルギーの概念，粒子の概念）か

らずれた講座が多く，教育の現場からかけはなれている

という不満も強かった．それよりも，興味深いことは教

師の方々が，気象教育に十分関心を持ちながら，それが

充分になされ得ないもどかしさを記されたものが多いこ

とである．その理由は，学校教育上気象関係が手薄であ

り，担当教師も地学出身が多く，専門外で，どう手をつ

けててよいか解りかねているのが現状のようである．そ

の結果，学会に対して，気象実験がポピュラーになるよ

う，学校実験用器具の開発に関心を持ってほしい，とい

うことや，（VI），（皿）項に示した意見が，多かったの

であろう．一般で参加されたある教育センターの方は，

「指導要領は，気象学を専門としない人が作成しているの

で，内容に問題が多く，専門的立場から指導していただ

きたい」ということが述べられているが，現在の気象教

育の問題点，および将来学会の気象教育に対する働きか

けの必要性を含んだ概括的意見で印象深かった．

　　　　　　　　　　　　（講演企画委員　福谷　記）
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